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《
現
代
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
》

言
語
・
記
号

混
沌
（
カ
オ
ス
）
⇆
秩
序
（
コ
ス
モ
ス
）

・
混
沌
と
し
て
い
た
状
態
が
言
語
に
よ
っ
て
秩
序
を
持
っ
た
状
態
に
整
理
さ
れ
た
。

・
混
沌
は
「
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
プ
ラ
ス
の
面
も
あ
る
。

恣
意
（
恣
意
性
・
恣
意
的
）

し

い

・
気
ま
ま
で
自
分
勝
手
な
こ
と
。

例

手
続
き
の
方
法
が
社
長
の
恣
意
的
判
断
で
変
更
さ
れ
た
。

差
異
（
差
異
性
）
⇆
同
一
性
・
均
質
性

・
他
と
の
違
い

例

「
恋
」
と
い
う
語
の
意
味
が
「
愛
」
と
い
う
語
の
意
味
と
の
差
異
か
ら
明
確
に
な
る
。

記
号

・
狭
義

あ
る
内
容
を
示
す
文
字
・
符
号

広
義

何
ら
か
の
意
味
を
持
つ
者
全
般
を
指
す
。

例

あ
る
会
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
け
売
れ
た
。
秘
密
は
人
気
歌
手
のCM

。
消
費
者
は
人
気
歌
手

の
イ
メ
ー
ジ
を
消
費
し
て
い
る
。
実
体
を
消
費
す
る
以
上
に
記
号
を
消
費
し
て
い
る
。

・
記
号
は
世
界
を
分
節
し
て
あ
る
秩
序
を
形
成
し
、
そ
の
秩
序
の
中
で
他
の
記
号
と
の
差
異
に
よ
っ
て

意
味
を
持
つ
。

体
系
（
有
機
的
に
関
連
し
た
ま
と
ま
り
）
＝
シ
ス
テ
ム
（
制
度
、
組
織
）

・
「
差
異
の
体
系
」
＝
「
体
系
」
と
置
き
換
え
る

多
義
（
多
義
的
・
多
義
性
）
⇆
一
義
（
一
義
的
・
一
義
性
）

・
多
義

一
つ
の
語
が
多
く
の
意
味
を
持
つ

⇔

・
一
義

意
味
が
一
つ
だ
け
。
そ
れ
以
外
に
意
味
が
な
い
。

例

「
ち
ょ
っ
と
」
は
一
義
的
に
「
わ
ず
か
な
量
」
だ
と
思
っ
て
い
た
が
「
ち
ょ
っ
と
し
た
財
産
」

は
「
か
な
り
の
財
産
」
と
な
る
の
で
言
葉
は
多
義
的
で
あ
る
。
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コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
文
脈
）

例

言
葉
は
本
来
、
多
義
的
で
あ
る
が
、
一
義
的
な
意
味
が
で
き
る
と
す
れ
ば
前
後
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
（
文
脈
）
に
依
存
し
て
い
る
。

レ
ト
リ
ッ
ク
（
修
辞
法
）

例

比
喩
を
含
め
言
葉
を
飾
る
こ
と
で
感
性
に
訴
え
る
表
現
全
般
を
レ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
。

ア
イ
ロ
ニ
ー
（
皮
肉
・
反
語
）

シ
ニ
カ
ル

（
皮
肉
的
な
態
度
・
冷
笑
的
）

反
語

（
言
い
た
い
こ
と
と
は
反
対
の
こ
と
を
疑
問
で
述
べ
る
。
皮
肉
）

直
喩
（
明
喩
）「
み
た
い
」「
よ
う
だ
」「
ご
と
し
」

隠
喩
（
暗
喩
・
メ
タ
フ
ァ
ー
）
比
喩
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
な
い
表
現
。

例

彼
女
は
薔
薇
だ
。

ウ
ィ
ッ
ト
（
気
の
利
い
た
会
話
や
文
章
な
ど
を
生
み
出
す
才
知
。
機
知
）

エ
ス
プ
リ
（
「
フ
ラ
ン
ス
人
的
な
」
機
知
）

諧

謔

（
し
ゃ
れ
や
冗
談
。
ユ
ー
モ
ア
）

か
い
ぎ
や
く

言
語
の
身
体
性
（
言
葉
は
身
体
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
）

例

身
体
性
に
基
づ
い
て
い
な
い
ス
ピ
ー
チ

（
身
体
的
な
実
感
や
迫
力
を
伴
わ
な
い
ス
ピ
ー
チ
）

自
己
・
心
理

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
自
分
ら
し
さ
・
自
分
の
個
性
・
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
）

・
自
己
同
一
性

例

小
説
を
書
く
こ
と
が
私
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
だ
。

自
我
（
「
自
分
」
と
い
う
存
在
を
意
識
す
る
心
の
動
き
）

例

一
歳
の
息
子
は
最
近
、
自
我
が
芽
生
え
て
き
た
。

近
代
的
自
我
（
「
他
の
誰
と
も
異
な
る
自
分
」
と
い
う
存
在
を
意
識
す
る
心
の
動
き
）

ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
（
自
己
に
対
す
る
過
度
の
愛
着
・
ナ
ル
シ
ス
ト
）

エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
幼
少
期
の
男
の
子
が
無
意
識
に
父
親
を
憎
み
母
親
と
結
ば
れ
た
い
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と
願
う
感
情
）

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
（
一
つ
の
対
象
に
対
し
て
相
反
す
る
感
情
を
同
時
に
持
つ
こ
と
）

例

受
験
勉
強
に
取
り
組
む
Ａ
子
は
彼
氏
に
「
会
い
た
い
」
け
ど
「
会
い
た
く
な
い
」
と
い
う

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
感
情
を
抱
く
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
（
自
分
の
利
益
だ
け
を
求
め
る
考
え
方
）

ジ
レ
ン
マ
（
二
つ
の
選
択
肢
の
間
で
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
悩
ん
で
い
る
状
態
）

ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
（
同
じ
人
や
も
の
か
ら
二
つ
の
相
反
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
受
け
取
り
身
動

き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
態
）
二
重
拘
束

例

う
ち
の
母
は
自
分
で
や
り
な
さ
い
と
言
っ
た
り
な
ん
で
も
言
っ
て
ね
と
言
っ
た
り
で
ダ
ブ
ル

バ
イ
ン
ド
だ
よ
。

バ
イ
ア
ス
（
自
分
の
中
に
あ
る
情
報
や
考
え
方
が
原
因
で
偏
っ
た
見
方
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
）

身
体

身
体
の
知
（
意
識
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
な
い
「
か
ら
だ
」
自
体
の
知
性
）

有
機
的
（
具
体
的
）
身
体
全
体
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
。

例

身
体
全
体
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
自
然
と
右
手
が
該
当
箇
所
に
届
く
の
で
あ
る
。

身
分
け
（
身
体
で
理
解
す
る
こ
と
）

み言
分
け
（
言
葉
で
理
解
す
る
こ
と
）

例

言
分
け
は
身
分
け
に
及
ば
な
い
。

間
身
体
性
（
ひ
と
つ
の
身
体
は
他
の
身
体
と
の
交
流
の
中
で
存
在
・
行
動
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
）

例

一
つ
の
身
体
は
他
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
身
体
に
つ
い
て
把
握

し
、
考
え
る

身
体
拡
張
・
身
体
の
外
部
化
（
も
の
・
道
具
は
人
間
の
身
体
機
能
の
外
部
へ
の
拡
張
・
外
部
化
し
た
も

の
で
あ
る
）

身
体
の
歴
史
化
（
身
体
や
身
体
動
作
に
は
社
会
や
文
化
の
歴
史
も
表
れ
て
い
る
）

身
体
感
覚
の
伸
縮
（
感
覚
と
し
て
の
身
体
は
伸
縮
す
る
）
↓
例

杖
に
な
れ
て
き
た
と
き

文
化
・
芸
術

文
化
（
カ
ル
チ
ャ
ー
）
人
間
の
精
神
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
。
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例

中
尊
寺
な
ど
平
泉
の
文
化
遺
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

文
明
（
シ
ビ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
発
達
し
た
技
術
や
そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
。

例

明
治
時
代
に
入
っ
て
き
た
西
洋
文
明
は
日
本
を
大
き
く
変
え
た
。

ク
レ
オ
ー
ル
（
複
数
の
文
化
が
混
ざ
り
合
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
た
文
化
）

例

文
化
相
対
主
義
の
観
点
か
ら
ク
レ
オ
ー
ル
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

シ
ン
メ
ト
リ
ー
（
左
右
対
称
。
対
義
語

ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
）

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
方
）

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
（
大
衆
や
若
者
の
間
で
新
し
く
生
ま
れ
る
非
主
流
文
化
）

例

ア
ニ
メ
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
域
を
超
え
た
。

テ
ク
ス
ト
（
論
）
（
芸
術
作
品
は
作
者
の
意
図
で
は
な
く
鑑
賞
す
る
人
の
解
釈
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
）

例

こ
の
絵
を
作
者
の
意
図
か
ら
離
れ
て
テ
ク
ス
ト
と
し
て
み
て
み
よ
う
。

カ
タ
ル
シ
ス
（
浄
化
）
抑
圧
さ
れ
た
感
情
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。

例

泣
き
た
い
と
き
に
泣
く
と
カ
タ
ル
シ
ス
に
な
る
。

哲
学

弁
証
法
（
あ
る
意
見
に
反
対
の
意
見
を
ぶ
つ
け
よ
り
次
元
の
高
い
考
え
を
生
み
出
す
や
り
方
）

ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
（
止
揚
）

弁
証
法
に
よ
っ
て
矛
盾
し
合
う
考
え
方
が
高
次
元
で
統
合
さ
れ
る
こ
と
。

し

よ
う

例

「
こ
れ
は
三
角
形
で
あ
る
」
「
い
や
、
こ
れ
は
円
だ
」
↓
「
円
す
い
で
あ
る
」

唯
物
論
（
世
界
は
全
て
物
質
か
ら
で
き
て
い
る
）

唯
心
論
（
世
界
は
人
間
の
心
・
意
識
が
生
み
出
し
て
い
る
）
観
念
論

ロ
ゴ
ス
（
論
理
）

パ
ト
ス
（
感
情
・
受
動
的
）

イ
デ
ア
（
現
実
は
仮
の
姿
で
頭
の
中
に
だ
け
存
在
す
る
本
当
の
姿
の
こ
と
・
本
質
）

実
存
（
目
の
前
に
実
際
に
存
在
し
て
い
る
者
）

実
存
主
義
（
人
間
と
い
う
イ
デ
ア
が
あ
る
の
で
は
な
く
実
存
と
し
て
捉
え
る
こ
と
）

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
（
虚
無
主
義
）
そ
れ
ま
で
信
じ
ら
れ
て
き
た
価
値
や
存
在
を
否
定
す
る
考
え
方
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医
学
・
生
命
・
科
学

物
心
二
元
論
・
心
身
二
元
論
（
世
界
は
精
神
と
物
体
と
い
う
二
つ
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
考
え
方
）

パ
ラ
ダ
イ
ム
（
根
本
的
な
枠
組
み
）

例

科
学
に
お
け
る
枠
組
み
を
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
）
と
呼
ぶ
。

脳
死
（
脳
全
体
の
機
能
が
停
止
。
元
に
戻
ら
な
い
こ
と
が
確
定
）

例

脳
死
は
一
律
に
人
の
死
と
さ
れ
て
い
る

人
の
死
は
社
会
的
合
意
を
得
る
必
要
が
あ
る

臓
器
移
植

臓
器
移
植
法
（1997
）

改
正
臓
器
移
植
法
（2009

）

移
植
の
要
件

本
人
と
家
族
の
双
方
の
同
意

本
人
の
拒
否
が
な
け
れ
ば
家
族
の

同
意
の
み

死
の
定
義

不
可

家
族
の
同
意
が
あ
れ
ば
可

十
五
歳
未
満

臓
器
移
植
す
る
ば
あ
い
の
み

脳
死
＝
死

へ
の
移
植

脳
死
を
死
と
す
る

尊
厳
死
（
治
ら
な
い
患
者
が
延
命
措
置
を
無
益
と
考
え
で
き
る
だ
け
自
然
に
死
を
迎
え
る
こ
と
）

安
楽
死
（
死
が
迫
っ
た
患
者
の
苦
痛
を
和
ら
げ
安
ら
か
な
死
を
迎
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
）

例

重
視
さ
れ
る
の
は
患
者
本
人
に
死
に
方
を
選
ぶ
権
利
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
患
者
本
人
が
意
識
不
明
の
時
に
そ
の
意
思
を
ど
う
確
認
す
る
か
。

遺
伝
子
診
断
（
将
来
や
次
の
世
代
に
病
気
や
障
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
遺
伝
子
を
検
査
す
る
）

出
生
前
診
断

妊
娠
中
に
胎
児
の
形
態
を
調
査

着
床
前
診
断

体
外
受
精
の
際
、
子
宮
に
移
植
す
る
前
の
受
精
卵
を
調
査

遺
伝
子
治
療
（
異
常
な
遺
伝
子
を
持
つ
こ
と
で
不
具
合
の
生
じ
て
い
る
細
胞
を
修
復
す
る
治
療
）
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イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
医
師
か
ら
の
説
明
《inform

ed

》
に
納
得
し
た
上
で
同
意
す
る

《consent
》
）
こ
と
。


